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第 3 章から第 6 章では，電子式卓上計算機の主要構成装置，即ち，演算記憶素子，表示装置，印字
記録装置，及び入力キースイッチの各々についての研究成果を示している。


















第 2 には，その構成部品のーっとして，記憶演算素子に適する加のS- IC, MOS-LSI について研究
を行ない，他の電子機器に先んでてこれを採用している。又，その素子の特性に適した論理設計につ
いての研究成果は，顕著な相乗効果を発揮し， MOS 技術をして，関連する電子工業発展の基礎技術
とならしめている。
第 3 には，入出力装置について研究開発されたいくつかの装置の設計の詳細と，各々についての特
性を明らかにしている。特に将来において広い応用分野への適用が，期待されている液晶表示につい
て，駆動信号波形との関連における諸特性についての解析を行ない，従来は不明確で、あった定性的傾
向の理論的裏付けを明白にし，又量産製品の特性とも良く一致する事を明らかにしている。
第 4 には，ディジタル電子機器の量産及び実装技術についての新しい方式を提案し，計算機械とし
て要求される厳しい信頼度を確保しながら，汎用機器として安価に供給しうる道を聞いている D
第 5 には，電子式卓上計算機を例として，将来新しく登場する電子機器に関して，必要とされる技
術基準の確立，設計の合理化についての重要性を，具体例をもって明らかにしている。これらは，産
業に直結する研究として重要な意義を有するものである。
以上の様に，本論文は電子式卓上計算機という一つの新しいディジタル電子技術応用製品の設計と
製作に関する基本的及び応用的な研究について，かなりの成果をあげており，電子工学及び電子工業
に貢献するところが大である。よって博士論文として，価値あるものと認める。
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